


『県庁通り』って、どんな事例？

車中心から人優先の道路空間へ再構築しています。

・ ２車線一方通行 → １車線化

・ 歩道拡幅、自転車レーン設置、木陰のできる植栽、ベンチ、連続照明

道路空間を活用する仕組みを構築しています。

・ 活用できる道路（歩道）空間を明確に整備

・ 沿道事業者等と協力し、仕組みやルール作り

行政主導からはじまり、官民連携のまちづくりへ。

・ 沿道事業者等の巻き込み
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① 岡山市の紹介



① 岡山市の紹介

人口：７２０，３８５人（令和2年4月1日現在）

面積：７８９．９５km2

２



① 岡山市の紹介

◆ 恵まれた自然環境

◆ 充実した交通網

【晴れの国おかやま】
年間日照時間の平均値（1981 – 2010年の平均）

▲気象庁ＨＰより

・温暖な瀬戸内海特有の風土

・春秋は快晴の日が多く、
冬は積雪を見ることはまれ

鉄道・道路・空路などの交通網が集中する中枢拠点都市

３



① 岡山市の紹介

人口：25,771人（令和2年）

面積：約360ha

※毎年、微増

４

中心市街地（重点整備エリア）



① 岡山市の紹介

市役所

岡山駅

県庁

ＪＲ岡山駅周辺エリア

商業・業務・集客施設や
コンベンション施設等が集積

旧城下町エリア

歴史・文化遺産が集積

２つの賑わいの核で形成されている。

５



① 岡山市の紹介

市役所

岡山駅

県庁

・低密な市街地が郊外で拡大→中心部を歩く人は30年間で半減

・移動手段の６０％が自家用車・・・車中心のまち

・低未利用地の増加

・H26イオンモール岡山開業以降、岡山駅周辺地区が特に賑わう
→中心市街地全体に賑わいを波及させる方策必要

イオンモール岡山

6

H26.12オープン。
中四国最大級都市型モール

▲wikipediaより

▲中心市街地における駐車場位置図（H27）



② 県庁通りの取組



県庁通り

岡山駅

市役所

イオン

後楽園

石山公園

約１ｋｍ

約１ｋｍ

② 県庁通りの取組 －県庁通りの概要－ ７



市役所

岡山駅

県庁

ＪＲ岡山駅周辺エリア

商業・業務・集客施設や
コンベンション施設等が集積

旧城下町エリア

歴史・文化遺産が集積

② 県庁通りの取組 －県庁通りの概要－ ８



各エリアを結ぶ重要なルート

② 県庁通りの取組 －県庁通りの概要－ ９



② 県庁通りの取組 －県庁通りの概要－ １０



ヒューマンスケールの魅力を
引き出すポテンシャルをもった
道路空間

② 県庁通りの取組 －県庁通りの概要－ １１





「車中心」から「人優先」の
安全で快適な「歩いて楽しい」道路空間の創出

魅力を感じられる空間の創出

道路空間の再構築（ハード施策）

官民連携による県庁通りの魅力づくり（ソフト施策）

車道を2車線から1車線化し、歩道を拡幅することで快適な歩行空間を創出する。

空き店舗や空き地、低未利用地の有効活用や道路空間の利活用等に向けた検討を
行うなど官民連携による都市再生（リノベーション）を進める。

② 県庁通りの取組 １２



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １３

デザイン方針

賑わい創出のために“活用”できる空間

沿道事業者によるオープンカフェ、ベンチやプランターの設置。

①

県庁通りの都会的なイメージを体現

沿道の店舗や活動する人が主役となれるよう 落ち着きがあり、
親しみの持てる空間

安心・安全に活動できる空間

県庁通りは昔から“情報の発信地”“岡山の最先端”といったイメージ。
そのイメージを体現する都会的（アーバン）で飽きの来ないスタイリッシュなデザイン。

落ち着きのある舗装材の色・パターン、温かみのある照明やアッパーライトによる夜間の
良好な景観形成、樹形が美しく季節感のある植栽。

歩行者と自転車の分離、照明による明るさ確保。緊急車両通行のための十分な幅員。

②

③

④



整
備
後

(案)

現
況

2車線から1車線に自転車走行空間の
確保

十分な歩道空間を
確保

② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １４



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １５

人中心の空間 と 緑の空間 の両立

▲出典：Extremis HP

・広幅員部にボリュームのある樹木

・イスにも机にもなるベンチ

・配置・配色の工夫



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １６



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １７



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １８



② 県庁通りの取組 －道路空間の再構築－ １９



② 県庁通りの取組 －これまでの取組－ ２０

平成27年度

5月3日(日)～4日(月・祝) 第１回県庁通り回遊性向上社会実験
10月10日(土)～11日(日) 第２回県庁通り回遊性向上社会実験
11月28日(土)～29日(日) 第３回県庁通り回遊性向上社会実験

10月1日(土)～7日(金)
第４回県庁通り回遊性向上社会実験

平成28年度

平成29年度
7月22日(土) 県庁通りまちづくりセミナーVol.1
11月7日(火) 県庁通りまちづくり勉強会
11月20日(月) 県庁通りまちづくりワークショップVo.1
1月30日(火) 県庁通りまちづくりワークショップVol.2
2月17日(土) 県庁通りまちづくりセミナーVol.1

平成30年度

5月27日(日) 県庁通りデザインミーティングVol.1
7月22日(日) 県庁通りデザインミーティングVol.2
11月15日(水) 県庁通りデザインミーティング（会議①）
12月19日(水) 県庁通り意見交換会
12月21日(金) 県庁通りデザインミーティング（会議②）
12月22日(土) 県庁通り意見交換会
3月17日(日) 県庁通りデザインミーティングVol.3

令和元年度

9月28日(土)～10月2日(水) 1M KENCHO-DORI PROJECT
10月15日(火) 県庁通りまちづくりセミナー
3月15日(日) まち歩きワークショップ

西工区（市役所筋～西川緑道公園筋）施工開始

社
会
実
験

ま
ち
づ
く
り
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム

デ
ザ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

令和2年度

東工区（西川緑道公園筋～柳川筋）施工開始予定

沿道組織立ち上げ
道路空間活用の仕組み・ルール構築



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２１

社会実験の実施（H27年度～H28年度）

実験の概要

• 実験的に車道を1車線化

• 沿道を含めた賑わいづくり（イベント）の実施や歩道上にベンチの設置

交通量調査やアンケート調査によりその効果を検証

実験前（2車線） 実験中（1車線）



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２２

平成28年度

5月3日（日）
5月4日（月・祝）

10月10日（土）
10月11日（日）

11月28日（土）
11月29日（日）

10月1日（土）
～10月7日（金）

規制区間 規制なし

日数 平日を含む7日間

規制時間 規制なし 終日

規制方法 規制なし
フェンス設置

（北側車道を規制）
サポートラインによる
区画線引き替え

サポートラインによる
区画線引き替え

※自転車の走行帯を
青ラインで明示

自転車走行 他路線へ迂回誘導 車道左側（西進は迂回）

平成27年度

市役所筋～農業会館（505ｍ）

土日祝日の2日間

各日11時～17時

自転車走行レーン



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２３



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２４



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２５



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２６



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２７



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２８

社会実験を終えて

自動車交通に関して1車線化による

大きな影響は見られなかった。

アンケート調査からも理解が

広がってきていることが分かった。

しかし・・・



② 県庁通りの取組 －社会実験の実施－ ２９

「車道を1車線にする」ことが目的のように扱われる

渋滞が起きるだけじゃないの？

なんで1車線にするの？

1車線にして賑わうイメージが湧かない…

事業本来の目的の理解を深める必要性！

ハード整備（1車線化）だけではなく、
利活用の検討にさらに力をいれる！



平成29年度

まずは、事業者・住民・行政、

一緒になって勉強。

そして意見交換。

コミュニケーションをとる。

足並みを揃える。

② 県庁通りの取組 －まちづくり連続フォーラム－ ３０



平成29年度 まちづくり連続フォーラムの実施

平成29年7月22日 県庁通りまちづくりセミナーVol.1

参加者：110名
（近隣住民、沿道・周辺事業者、交通事業者、NPO、行政等）

講師：西村 浩氏
『公共空間の使い方が変わればひょっとしたら街は変わるんじゃないかと思っている今日この頃のお話』

平成29年11月7日 県庁通りまちづくり勉強会

参加者：12名（近隣住民、沿道事業者、NPO、行政等）

内容：事業説明や他都市の事例紹介、意見交換等

平成29年11月20日 県庁通りまちづくりワークショップVol.1

参加者：14名
（近隣住民、沿道事業者、交通事業者、NPO、行政等）

内容：『まちの未来予想図を描く』
参加者の自由な発想で、県庁通りの未来を描いてもらい、意見交換。目指すべき将来像を検討。

平成30年1月30日 県庁通りまちづくりワークショップVol.2

参加者：23名
（近隣住民、沿道事業者、交通事業者、NPO、学生、行政等）

内容：『沿道空間活用アイデアを考える』
１車線化して拡がる歩道空間や、店先の空きスペース、街中の低未利用地等の活用方法について意見交換。

平成30年2月17日 県庁通りまちづくりセミナーVol.2

参加者：40名
（近隣住民、沿道・周辺事業者、交通事業者、NPO、行政等）

講師：明石 卓巳氏
『共感と信頼、価値を生み出す―ストックデザインとブランディング―』

② 県庁通りの取組 －まちづくり連続フォーラム－ ３１



平成30年度

具体的なビジョンを描き、

共有する。

さらなるプレイヤーの発掘。

まちづくりに巻き込む。

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３２



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

県庁通りの魅力とポテンシャルを再発見し近未来のビジョン構築を目的に開催

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３３



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

公開会議
まちづくりの専門家と沿道事業者等が車座にな

り県庁通りの未来について語り合う。

オープン会議とすることで、閲覧者の関心を高め

るとともに新たなプレーヤーの発掘につなげる。

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３４



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

講演会
まちづくりの実践者を招いての講演会を開催。

他都市での事例やまちづくり手法を学び、沿道事業者や市民が

知識と情報を得る場とする。

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３５



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

マーケット
沿道駐車場を活用してマーケットを開催。

実験的な空間活用を実施し、効果の検証を行う。

また、目に見える形で実施することで沿道事業者や市民の興味関心を高め、プレー

ヤーの発掘と県庁通りで目指すべき近未来の姿を意識づける。

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３６



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

デザインミーティングで得られた意見や共有したイメージをハードへ反映

県庁通りのイメージ＝情報の発信地

常に新しい情報が集まり発信され、新しいコン
テンツが生まれてきた。岡山の未来を予感させ
る中心市街地の背骨のような通り。

『アーバン』なイメージ
→シンプルで洗練されたデザインを採用。

通りではなく、人や沿道が主役になれる通り。

歩道を活用し“日常的な”賑わい創出

歩いて楽しいまちの実現をめざしイベントでは
なく“日常的な”賑わいを創出する。そのために
公共空間（歩道）を活用する。

将来の歩道空間の活用を視野に、
活用できる空間を明確にする。

再整備後に歩道の活用を
想定している箇所は、
あらかじめ
インターロッキングの
張り方を変えている。

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３７



② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３８



平成30年度 県庁通りデザインミーティングの実施

自分たちのまちを

自分たちで考える

② 県庁通りの取組 －県庁通りデザインミーティング－ ３９



令和元年度

主体的にまちづくりに関わる。

描いたビジョンを実現させるために

社会実験の実施。

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４０



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

令和元年9月28日（土）～10月2日（日）

期間限定で、県庁通り沿道事業者との協力の
もと、実験的に歩道の民地寄り
１M（メートル）を活用する。

• 各店舗が歩道に１Mせりだして営業する。
（オープンカフェや商品の陳列等）

• 将来の“日常”を目指しているので“イベン
ト”にせず、日常的に可能なことを意識して
実施。

歩道活用の効果検証

歩道を活用する上での課題抽出

プレイヤーの発掘・育成

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４１



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４２



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４３



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４４



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４５



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４６



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４７



令和元年度 1M KENCHO-DORI PROJECTの実施

② 県庁通りの取組 －1M KENCHO-DORI PROJECT－ ４８



道路空間の再構築（ハード施策）

官民連携による県庁通りの魅力づくり（ソフト施策）

令和元年度後半から工事着手 → 令和３年度末完成予定

歩道の活用 都市再生特別措置法の道路占用許可の特例

 1M PROJECTで抽出した課題を基に活用ルールを検討
 活用主体となる沿道組織の設立
 沿道組織の持続的な運営方法の検討

県庁通り界隈の低未利用地の活用検討

空き家、コインパーキング等

県庁通りを中心としたエリア（面）のまちづくり

② 県庁通りの取組 －今後の流れ－ ４９


